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みる・かたる・つくる-

本
館
も
来
年
度
は
、
い
よ
い
よ

開
館
十
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
間
、
本
館
を
会
場
と

す
る
美
術
団
体
の
展
覧
会
の
開
催

は
、
年
毎
に
増
加
の
一
途
を
辿
っ

て
お
り
、
そ
の
盛
況
は
、
大
い
に

慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
反

面
、
多
少
の
問
題
点
も
生
じ
っ
つ

あ
る
。
一
つ
は
、
量
の
問
題
で
あ

り
、
又
内
容
資
質
の
問
題
で
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
展
示
室
利

用
申
請
は
、
現
在
、
六
十
八
団
体

を
数
、
え
、
年
度
を
通
し
て
未
使
用

の
展
示
室
は
、
あ
と
教
室
を
残
す

い
る
が
、
一
律
に
矩
縮
す
る
こ
と

に
は
、
多
く
の
問
題
が
残
る
で
あ

ろ
、
つ
。

と
こ
ろ
で
、
本
館
に
お
け
る
貸

会
場
事
業
は
、
単
に
空
い
て
い
る

展
示
室
を
提
供
す
る
と
い
う
意
味

合
の
も
の
で
は
な
く
、
県
民
の
作

品
発
表
の
場
を
確
保
し
、
創
作
活

動
の
拡
大
と
活
発
化
を
図
り
、
よ

り
多
く
の
県
民
に
美
術
鑑
賞
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
、
積
極
的

に
目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
本
館
が
企
画
し
て
実
施

し
て
い
る
展
覧
会
と
と
も
に
、
車

の
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
一
方
で
、
マ
ン
ネ
リ

ズ
ム
に
陥
り
、
活
気
の
な
い
展
覧

会
を
惰
性
的
に
開
催
し
て
い
る
団

体
が
、
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
こ
と

は
、
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

本
館
に
お
け
る
美
術
団
体
へ
の

会
場
貸
与
に
際
し
て
は
、
地
域
主

義
に
基
づ
い
た
考
え
方
か
ら
、
対

象
と
な
る
美
術
団
体
を
次
の
様
に

定
め
て
い
る
。

一
、
団
体
と
し
て
の
目
的
と
規

約
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

二
、
千
葉
県
内
に
事
務
所
が
あ

り
、
会
員
な
ら
び
に
出
品
作

家
が
、
千
葉
県
在
住
又
は
出

身
者
で
過
半
数
を
占
め
て
い

る
こ
と
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

特
別
展

「
金
工
の
世
界
」
終
る

1
●
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本
展
で
は
、
明
治
以
降
の
金

工
芸
術
の
歩
み
を
概
観
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
の
持
つ
独
特
な

技
と
美
を
味
わ
う
と
と
も
に
、

そ
の
時
代
背
景
、
さ
ら
に
今
後

の
展
望
な
ど
を
探
る
機
会
と
し

た
。

過
去
に
こ
の
よ
う
な
内
容
の

屋
覧
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
こ
の
た
び
の
鑑
賞
に
よ
り

金
工
芸
術
へ
の
関
心
を
深
め
ら

れ
た
方
々
も
多
か
っ
た
よ
う
で

今
後
も
多
角
的
な
面
か
ら
金
工

芸
術
を
と
ら
え
、
皆
様
へ
鑑
賞

の
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。

し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
開
催
趣
旨
が
明
確
化
さ

れ
て
い
る
か
否
か
、
展
示
面
積
に

対
し
て
作
品
点
数
は
適
正
で
あ
る

か
否
か
、
見
せ
る
た
め
の
展
示
の

団体利用一覧

年 度 団体数 

49 9 

50 23 

51 35 

52 44 

53 52 

54 51 

55 58 

56 61 

57 61 

58 68※ 

※3月l日現在予定数

の
両
輪
を
な
す
も
の

と
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
本
館
の
事
業

の
特
色
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
本
館
を

会
場
と
す
る
美
術
団

だ
け
の
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
近
い
将
来
に
利
用

調
整
の
つ
か
な
く
な
る
こ
と
は
目

に
見
え
て
い
る
。

展
示
室
利
用
美
術
団
体
の
量
的

な
増
大
に
対
し
て
は
、
現
在
二
週

間
開
催
し
て
い
る
団
体
の
会
期
の

短
縮
に
よ
る
解
決
も
提
案
さ
れ
て

体
展
は
、
個
々
の
作
家
の
作
品
発

表
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
体

と
し
て
質
の
高
い
展
覧
会
で
あ
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
、
昭
和
五
十
七
年
度
に

お
け
る
六
十
二
団
体
の
展
覧
会
を

見
て
も
、
そ
の
多
く
は
、
意
欲
に

溢
れ
た
、
充
実
し
た
作
品
の
発
表

●

景風展体団

工
夫
が
行
き
届

い
て
い
る
か
ど

う
か
な
ど
、
具

体
的
な
評
価
基

準
の
も
と
に
審

査
を
加
え
て
、

団
体
の
数
量
を

調
整
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事

態
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

評
価
選
考
の

方
法
に
つ
い
て

は
、
各
美
術
団

体
に
よ
る
自
己
採
点
評
備
あ
る
い

は
相
互
評
価
の
制
度
、
更
に
諮
問

機
関
を
設
け
て
評
価
す
る
制
度

等
、
様
々
に
考
、
え
ら
れ
る
が
、
公

平
で
か
つ
有
効
な
方
法
の
検
討
が

目
下
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
一
方
で
は
、
例
え
ば

千
葉
展
の
様
に
、
各
団
体
が
合
同

し
て
一
つ
の
展
覧
会
へ
の
意
欲
を

示
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
公
募

化
、
審
査
制
度
の
導
入
を
図
っ
て

自
主
的
に
変
革
を
と
げ
よ
う
と
す

る
団
体
が
現
わ
れ
る
な
ど
、
各
美

術
団
体
の
側
に
お
け
る
動
き
に
も

大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
本
館
の
展
示
空
間

に
は
限
り
が
あ
り
、
無
制
限
の
使

用
が
許
さ
れ
な
い
以
上
、
質
的
な

淘
汰
の
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
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みる・かたる・つくる-

美
術
館
研

本
年
度
第
二
回
研
究
員
会
議
が

去
る
二
月
十
八
日
㈲
本
館
会
議
室

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
資
料
整
備

及
び
普
及
活
動
の
調
査
研
究
に
つ

い
て
、
本
年
度
は
特
に
普
及
活
動

を
中
心
に
こ
れ
ま
で
の
成
果
及
び

問
題
点
等
に
つ
い
て
話
し
合
お
れ

た
。
主
に
次
の
こ
と
が
ら
が
あ
げ

ら
れ
た
。

・
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、

展
覧
会
(
デ
パ
ー
ト
展
等
も
含
む
)

を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
生
徒

が
6
6
%
あ
り
、
比
較
的
多
く
の
生

徒
が
興
味
・
関
心
を
示
し
た
が
、

県
立
美
術
館
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
生
徒
は
1
 
0
%
足
ら
ず
な
の
で
、

今
後
も
利
用
を
す
す
め
た
い
。

・
名
画
を
も
っ
と
掲
示
し
て
ほ
し

い
と
か
、
美
術
館
に
つ
れ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
の
声
も
多
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
美
術
品
に
ふ
れ
さ
せ

た
い
。

・
地
域
的
に
な
か
な
か
美
術
品
に

ふ
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
古
い
道
具
や
民
具
等
を
学
校

に
持
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
各
家

庭
に
呼
び
か
け
た
り
、
近
く
の
遺

跡
の
発
掘
を
見
学
し
て
、
文
化
遺

産
に
ふ
れ
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
。

・
美
術
館
か
ら
送
ら
れ
る
ポ
ス
タ

ー
や
図
録
は
で
き
る
だ
け
活
用
し

て
い
る
が
、
美
術
に
対
す
る
生
徒

の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
上
か
ら

議会員究

い
て
話
し
合
っ
た
り
し
て
美
術
に

対
し
て
関
心
を
持
つ
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

・
複
製
画
に
つ
い
て
は
、
も
う
少

し
外
国
作
家
の
作
品
が
ほ
し
い
。

等
の
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
、

そ
の
あ
と
、
開
催
中
の
特
別
展
「
金

工
の
世
界
」
を
鑑
賞
し
た
。

な
お
、
本
年
度
の
研
究
員
は
左

記
の
と
お
り
で
あ
る
。

飯
田
能
弘

(
海
上
町
立
海
上
中
学

校
教
諭
)

池
田
伊
予
(
千
葉
市
立
末
広
中
学

校
教
諭
)

石
倉
総
子

(
千
葉
市
立
花
園
中
学

●校
教
諭
)

岩
沢
い
づ
み

(
千
葉
市
立
さ
つ
き

が
丘
中
学
校
教
諭
)

大
木
貞
夫

(
八
日
市
場
市
立
須
賀

小
学
校
教
頭
)

香
取
義
春
(
佐
原
市
立
福
田
小
学

校
教
頭
)

佐
藤

修

(
佐
原
市
立
佐
原
中
学

校
教
諭
)

田
辺

宏

(
勝
浦
市
立
興
津
中
学

校
教
諭
)

利
倉
栄
子
(
千
葉
市
立
天
戸
中
学

校
教
諭
)

原
田
久
徳
(
千
葉
市
立
新
宿
中
学

校
教
諭
)

(
順
不
同
、
敬
称
略
)

研

有
効
で
あ
る
。

・
家
庭
に
あ
る
美
術
の
本
や
テ
レ

ビ
の
美
術
番
組
の
利
用
を
す
す
め

て
い
る
が
充
分
と
は
い
え
な
い
。

・
美
術
館
見
学
を
実
施
し
た
い
が

種
々
の
問
題
が
あ
り
難
し
い
。

・
教
育
資
料
(
複
製
画
)

は
、
も

っ
と
生
徒
に
見
せ
た
い
が
、
美
術

館
に
取
り
に
来
た
り
、
返
却
し
た

り
す
る
時
間
が
と
り
に
く
い
。

・
家
庭
で
も
、
も
っ
と
美
術
に
つ

嶋田輔弼問詰画醗トピックス飽田醒

特
別
展
「
金
工
の
世
界
」

に
と
も
な
う
第
二
回
美
術

講
演
会
が
去
る
一
月
二
十

三
日
㈲
午
後
二
時
よ
り
、

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
講
堂

に
お
い
て
、
講
師
に
香
取

忠
彦
氏

(
東
京
国
立
博
物

館
金
工
室
長
)

を
招
い
て

行
お
れ
た
こ
近
代
金
工
へ

の
道
」

と
題
し
て
、
わ
が

国
の
金
工
の
流
れ
に
つ
い

て
語
ら
れ
た
が
、
特
に
氏

は
、
近
代
金
工
の
上
で
後

な
考
え
で
新
し
い
金
工
を
め
ざ
し

た
。
一
方
、
香
取
秀
真
は
日
本
や

中
国
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
芸
術

の
境
地
を
築
こ
う
と
す
る
古
典
派

は
、
必
ず
し
も
栄
誉
あ
る
位
置
に

あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
今
後
栄

誉
あ
る
位
置
に
す
る
に
は
何
よ
り

も
作
家
た
ち
の
努
力
以
外
に
な
い

と
結
ば
れ
た
。

ま
た
、
本
年
度
第
五
回
「
美
術

を
語
る
会
」

が
去
る
二
月
六
日
㈲

午
後
二
時
よ
り
話
題
提
供
者
に
鈴

木
治
平
氏

(
東
京
芸
術
大
学
助
教

授
)

を
招
い
て
行
か
れ
た
。
「
金

工
の
技
法
と
見
方
」

と
い
う
テ
ー

マ
で
、
彫
金
、
鋳
金
、
鍍
金
等
の

技
法
に
つ
い
て
実
際
に
多
く
の
用

具
を
参
加
者
に
見
て
も
ら
い
な
が

ら
具
体
的
に
ね
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
た
。
ま
た
、
見
方
に
つ
い
て

は
、
何
か
自
分
を
表
現
す
る
こ
と

を
や
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
の
見
方
も

わ
か
っ
て
く
る
と
い
ね
れ
た
。
そ

の
あ
と
、
本
展
覧
会
場
に
移
り
、

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
と
し

て
、
津
田
信
夫
と
香
取
秀
真
が
い

る
。
津
田
信
夫
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

新
し
い
技
法
を
取
り
入
れ
進
歩
的

で
あ
っ
た
。
こ

の
二
つ
の
流
れ

は
、
そ
れ
ぞ
れ

対
立
し
た
か
の

よ
う
に
い
う
人

も
い
た
が
、
全

体
の
構
成
が
整

い
、
時
代
感
覚

の
表
出
に
重
点

が
置
か
れ
、
共

に
よ
り
高
い
芸

美術講演会 香取忠彦氏

展
示
さ
れ
て
い
る
作

品
を
見
な
が
ら
、
材

料
、
技
法
等
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
た
が
、

質
問
等
も
多
く
出
さ

れ
活
発
な
語
る
会
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
は
予

想
を
大
き
く
上
回
る

参
加
者
が
あ
り
、
会

場
を
研
修
室
か
ら
急

術
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
氏
は
現
代
の
金
工

き
ょ
講
堂
に
変
更
す
る
ほ
ど
の
櫨

泥
で
あ
っ
た
。



みる・かたる・つくる一

郡
服
の
女
」
(
同
4
4
)

「
格
樹
の
家

(
平
安
城
址
)
」
(
同
4
 
5
)

「
台
湾
農

村
の
風
景
」
(
同
4
 
5
)

「
白
い
ブ
ラ

た
」

と
述
べ
て
い
る
。
以
来
、
日

本
水
彩
画
界
の
支
柱
的
存
在
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
が
、
今
回
ご
寄

一
-
-
-
、
-
-
-
-
-
-
-
、
-
-
-
-
-
、
-
-
-
-
-
ノ

表
紙
作
家
の
紹
介

昭
和
4
9
年
の
開
館
以
来
、
浅
井

忠
を
一
つ
の
核
と
し
て
様
々
な
関

係
資
料
の
収
集
を
進
め
て
き
て
い

る
が
、
そ
の
一
つ
に
水
彩
画
が
あ

る
。
浅
井
の
水
彩
画
に
つ
い
て
は

定
評
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
、
一
浅

井
の
水
彩
画
の
収
集
に
と
ど
ま
ら

ず
、
広
く
近
代
か
ら
現
代
へ
の
水

彩
画
の
体
系
的
収
集
を
図
る
べ
く

努
め
て
い
る
。

展
覧
会
に
於
て
も
、
近
代
洋
画

に
お
け
る
水
彩
画
の
果
た
し
て
き
た

役
割
、
良
さ
を
見
直
そ
う
と
5
5
年

に
は

「
水
彩
画
の
再
発
見
展
」

5
7

年
に
は

「
中
西
利
雄
展
」
ま
た
、

常
設
展
で
も
水
彩
画
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
な
ど
し
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
昭
和
5
6
年
度

に
新
た
に
加
え
る
こ
と
の
で
き
た

水
彩
画
の
中
か
ら
紹
介
し
て
い
き

た
い
。不

破
章
・
白
滝
幾
之
助

●
寄
贈

不
破
ク
ラ
氏
よ
り

不
破
章
作
「
描
く
0
君
」
(
昭
和
1
 
7

年
・
以
下
(
)
内
数
字
は
制
作
年
)

「
裁
縫
女
」
(
同
1
 
8
)

「
二
女
」
(
同

2
8
・
第
9
回
日
本
美
術
展
覧
会
特

選
)

「
三
人
姉
妹
」
(
同
3
1
・
第
1
 
2

回
日
本
美
術
展
覧
会
岡
田
賞
)
「
浴

衣
」
(
同
3
5
)

「
ハ
ン
ブ
ル
グ
」
(
同

3
8
)

「
ノ
ル
マ
ン
ジ
I
の
ホ
テ
ル
」

(
同
4
0
)

「
バ
ン
コ
ク
の
水
辺
」

(
同
4
1
)
「
白
い
砂
」
(
同
4
2
)

「
支

ウ
ス
」
(
同

4
9
)

「
ル

ッ
セ
ル
ス

ハ
イ
ム
」

(
同
4
9
)

「
御
苑
」

(
同
4
9
)

「
奥
鬼
怒

の
湯
治
場
」

(
同
5
1
)

「
麗
日
新

宿
御
苑
」

(
同
5
2
)

白滝幾之助「伊国アシシ」

贈
の
作
品
群
は
、

単
に
一
人
の
作
家

の
画
跡
を
辿
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の

年
代
に
お
け
る
水

彩
画
界
の
一
つ
の

在
り
方
を
示
す
も

の
と
も
な
っ
て
い

る
。

一一

…
中
西
利
雄

一
(
一
九
〇
〇
̃
一
九
四
八
)

)

東
京
に
生
ま
れ
る
。
は
じ

̃
め
真
野
紀
太
郎
・
小
山
周
次

白
滝
幾
之
助

明
治
6
年
̃
昭
和

3
 
4

(
十
∞
お
̃
]
①
怒
)

不破 章 「二

不破 章 「三人姉妹」

「
台
湾
の
農
家
」
(
同
5
3
)

の
計
1
 
8

点
。

●
購
入

白
滝
幾
之
助

「
エ
ジ
プ
ト
」
(
大

正
1
 
1
)

「
伊
国
ナ
ポ
リ
」
(
同
1
 
2
)

「
伊
国
ア
シ
シ
」
(
同
1
 
2
)

「
テ
ー

ム
ス
河
」
(
昭
和
8
)

「
海
」
(
不
詳
)

の
計
5
点
。

不
破
章

明
治
3
4
年
̃
昭
和
5
4

年
(
]
①
○
○
̃
○
○
志
)

東
京
生
れ
、

明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
水

彩
画
は
急
速
に
広
ま
り
、
大
下
藤

次
郎
著
「
日
本
水
彩
画
写
生
旅
行
」

等
が
圧
倒
的
な
人
気
を
博
し
、
不

破
章
も
ま
た
こ
れ
に
よ
り

「
水
彩

画
の
世
界
に
憧
れ
を
愕
さ
を
感
じ

兵
庫
生
れ
。

東
京
美
術
学
校
卒
業
。
山
本
芳

翠
、
黒
田
清
輝
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

コ
ラ
ン
に
学
び
、
文
展
・
帝
展
・

日
展
を
中
心
に
活
躍
し
、
昭
和
2
7

年
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
が
授
与
さ

れ
た
。

油
彩
、
舞
台
装
置
に
と
多
方
面

に
そ
の
才
を
発
揮
し
て
い
る
が
、

水
彩
画
に
お
い
て
も
写
実
的
な
優

れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

不
破
章
作
「
二
女
」
「
ノ
ル
マ
ン

ジ
ー
の
ホ
テ
ル
」
 
、
白
滝
幾
之
動
作

「
伊
国
ア
シ
シ
」
「
海
」
は
、
現
在

常
設
収
蔵
作
品
展
に
お
い
て
展
示

中
で
あ
る
。

な
ど
に
学
び
、
東
京
美
術
学

校
に
入
学
。
在
学
中
か
ら
日

本
水
採
画
会
展
・
光
風
会
展

に
入
選
し
、
頭
角
を
あ
ら
わ

す
。
一
方
で
は
、
蒼
原
会
・

上
社
会
を
結
成
し
水
絵
の
振

興
に
つ
と
め
る
。
一
八
二
八

年
渡
仏
し
、
ガ
ッ
シ
ュ
の
研

究
等
を
試
み
る
な
ど
精
力
的

に
研
鎖
に
励
み
、
サ
ロ
ン
・

ド
ー
ト
ン
ヌ
に
出
品
。
帰
国

後
は
、
光
風
会
展
・
帝
展
に

出
品
す
る
が
、
帝
展
改
組
に

あ
き
た
ら
す
、
芸
術
運
動
の

純
粋
化
を
唱
え
新
制
作
派
協

会
を
結
成
し
た
。

中
西
は
、
生
涯
を
通
じ
水
…

㌻
に
よ
り
油
彩
に
劣
ら
ぬ
絵
…

画
表
現
を
め
ざ
し
、
流
暢
な
叫

i
 
i
.
.
.
-
1
′
、
一
し
一
一
〇
.
一

盲
写
と
明
快
な
色
調
を
駆
使
一

予
て
、
近
代
性
あ
ふ
れ
る
新
叫

盲
な
水
彩
画
を
描
き
つ
、
つ
け
̃

言
。
こ
の
作
品
は
、
第
一
回
一

一
新
制
作
派
協
会
展
に
出
品
し
(

÷
記
念
的
な
作
品
で
あ
る
。
…

「
!
.
!
.
i
!
-
-
-
・
1
…
」



みる・かたる・つくる鵜

「
か
た
る
・
つ
く
る
」
…
知
る

「
か
た
る
・
つ
く
る
」

の
拠
点

昭
和
五
十
五
年
に

「
か
た
る
・

つ
く
る
」

の
活
動
の
県
民
ア
ト
リ

エ
棟
が
竣
工
し
た
。

「
か
た
る
」

に
つ
い
て
は
約
二

百
席
の
講
堂
、
五
十
席
の
研
修
室

が
講
演
会
、
研
修
会
等
に
利
用
さ

れ
、
「
つ
く
る
」
に
つ
い
て
は
三

実
技
室
と
窯
場
が
、
洋
画
・
彫
塑

・
工
芸
な
ど
の
講
習
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
美
術
資
料
の
情
報
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
図
書
を
整
備
し
、

開
架
式
(
利
用
者
に
書
架
を
公
開

し
て
自
由
に
検
索
を
許
す
)

に
よ

り
、
情
報
資
料
室
の
一
般
閲
覧
を

試
み
た
の
は
同
年
九
月
で
あ
っ
た
。

ア
ト
リ
エ
ホ
ー
ル

本
館
の
玄
関
を
入
り
右
に
折
れ

る
と
ホ
ー
ル
に
出
る
。

こ
の
ホ
ー
ル
に
は
ソ
フ
ァ
ー
が

置
か
れ
て
い
る
。
壁
面
に
は
他
館

の
展
覧
会
の
ポ
ス
タ
ー
用
掲
示
板

や
、
本
館
に
お
け
る
ア
ト
リ
エ
棟

の
行
事
予
定
表
を
設
け
、
一
隅
の

雑
誌
棚
の
情
報
誌
と
と
も
に

「
み

る
」
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
長
谷
川
昂
氏
「
安
息
」

中
島
幹
夫
氏

「
風
の
肖
像
」

の
彫

刻
二
点
は
、
展
示
棟
の
展
示
作
品

と
は
違
っ
た
身
近
な
鑑
賞
空
間
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

情
報
資
料
室

ホ
ー
ル
に
続
く
当
室
は
、
美
術

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
収
集
に

努
め
、
調
査
研
究
の
公
開
活
用
の

場
で
あ
る
。

図
書
資
料
は
、
前
述
し
た
と
お

り
、
開
架
式
に
よ
り
、
一
般
書
・

絵
画
・
版
画
・
書
道
・
彫
刻
・
工

芸
に
分
類
配
列
し
て
い
る
。

特
に
、
本
館
収
蔵
作
品
に
つ
い

て
は
、
掲
載
図
書
の
他
、
作
家
個
人

画
集
・
作
家
の
研
究
用
基
本
図
書

等
調
査
研
究
資
料
の
収
集
に
努
め

て
い
る
。

一
例
と
し
て
、
先
日
行
な
お
れ

た
「
金
工
の
世
界
」

で
紹
介
さ
れ

た
文
化
勲
章
受
賞
者
、
香
取
秀
真

の
著
作
物
と
し
て

○
日
本
古
鏡
図
録

明
治
4
5
年

東
京
鋳
金
会

○
金
鼓
と
鰐
口

大
正
1
2
年

志
村
綱
平

〇
日
本
金
工
史

昭
和
1
隼

雄
山
閣

○
随
筆
ふ
い
ご
祭

昭
和
1
0
年

学
芸
書
院

○
日
本
の
鋳
金

昭
和
1
 
7
年

三
笠
書
房

等

も
う
一
人
の
受
賞
者
、
東
山
魁

夷
も
画
集
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
著

作
物
が
あ
る
。

○
東
山
魁
夷
自
選
画
集

昭
和

5
2
年

美
術
出
版
社

○
東
山
魁
夷
昭
和
三
大
障
壁
画

昭
和
5
2
年

実
業
之
日
本
社

○
代
表
作
十
二
選

昭
和
5
2
年

集
英
社

○
泉
に
聴
く

昭
和
4
7
年

毎
日
新
聞
社

○
馬
車
よ
、
ゆ
っ
く
り
走
れ

昭
和
5
0
年

新
潮
社

○
風
景
と
の
対
話

昭
和
4
2
年

新
潮
社
等

そ
の
他
、
当
館
収
蔵
作
品
の
中
心

で
あ
る
浅
井
忠
を
は
じ
め
、
石
井

柏
手
、
梅
原
龍
三
郎
、
ク
ー
ル
ベ

コ
ロ
ー
等
の
資
料
も
あ
る
の
で
是

非
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●

美
術
雑
誌
は
、
特
に
情
報
源
と

し
て
の
利
用
価
値
が
高
い
。

主
な
も
の
は
、

あ
る
。

○
ア
ト
リ
エ

エ
出
版
社

○
絵

月
刊

○
近
代
の
美
術

堂
○
芸
術
新
潮

〇
三
彩

月
刊

○
日
本
の
美
術

次
の
と
お
り
で

月
刊

ア
ト
リ

日
動
画
廊

隔
月

至
文

月
刊

新
潮
社

三
彩
社

月
刊

至
文

アトi)エホール及び情報資料室入口

堂
○
美
術
手
帖

月
刊

美
術
出

版
社

○
萌
春

月
刊

日
本
美
術
新

報
社

欠
号
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

尋
ね
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
、
全
国
各
地
の
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
カ
タ
ロ

グ
も
、
終
了
し
た
展
覧
会
の
足
跡

と
し
て
、
又
一
著
作
物
と
し
て
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

当
館
主
催
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ

も
保
有
し
て
あ
る
の
で
、
御
利
用

い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
部
門
は
、

公
共
図
書
館
で
は
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
も
の
で
あ
る
。

新
し
い
情
報
を
得
る
手
段
と
し

て
新
聞
に
も
眼
を
通
し
た
い
。

現
在
の
美
術
界
の
様
子
や
展
覧

会
の
内
容
が
カ
ラ
I
写
真
等
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
記
事
は
楽
し
い
読

み
も
の
で
あ
る
。

○
新
美
術
新
聞

旬
刊

(
縮
刷
版
も
あ
る
)

○
書
道
美
術
新
聞

月
刊

○
ア
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス

月
刊

(
一
月
の
展
覧
会
案
内
を
掲

載
)

○
美
の
手
帖

月
刊

そ
の
援
助
が
出
来
る
よ
う
、
情

報
資
料
室
の
整
備
に
努
め
、
利
用

に
供
し
た
い
。

現
状
と
お
願
い

閲
覧
者
の
中
に
は
、
す
で
に
常

連
の
人
も
で
き
は
じ
め
、
展
示
棟

と
と
も
に
、
除
々
に
馴
染
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
歩
き
は
じ
め
た
ば
か

り
の
情
報
資
料
室
は
、
質
・
量
と

も
に
十
分
と
は
い
え
な
い
。

よ
り
充
実
し
た
情
報
資
料
室
に

す
る
た
め
、
美
術
図
書
・
展
覧
会

カ
タ
ロ
グ
・
美
術
雑
誌
な
ど
御
寄

贈
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

利
用
案
内

開
館
日

火
・
水
・
木
・
金

(
国
民
の
祝
日
を
除
く
)

開
館
時
間

十
二
時
半
̃

十
六
時
半

○
図
書
の
室
外
貸
出
し
及
び
コ
ピ

ー
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん

○
大
き
な
手
荷
物
は
、
ホ
ー
ル
右

側
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
(
無
料

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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ご
あ
ん
な
い

◎
常
設
収
蔵
作
品
展

3
月
2
日
̃
3
月
3
 
1
日

4
月
1
日
̃
8
月
2
8
日

団
体
展
(
4
月
̃
6
月
)

自
然
保
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
作
品
展

4
月
5
日
̃
4
月
1
0
日

第
2
0
回
全
日
本
結
合
書
道
大
展

覧
会

4
月
1
 
2
日
̃
4
月
1
7
日

武
蔵
野
美
術
大
学
校
友
会
千
葉

支
部
長4

月
1
 
2
日
̃
4
月
1
 
7
日

現
代
書
家
一
、
一
五
〇
人
展

4
月
2
6
日
̃
5
月
1
日

・
千
葉
等
迦
会
展

5
月
3
日
̃
5
月
8
日

・
千
葉
新
協
展

5
月
3
日
̃
5
月
1
 
5
日

・
第
9
回
歩
会
彫
刻
展

5
月
3
日
̃
5
月
1
 
5
日

・
第
了
回
墨
の
県
展

5
月
1
0
日
̃
5
月
1
 
5
日

・
第
2
8
回
二
科
支
部
展

5
月
1
 
7
日
̃
5
月
2
2
日

・
二
紀
会
千
葉
県
支
部
展

5
月
1
 
7
日
̃
5
月
2
2
日

・
第
的
団
子
虹
会
日
本
画
展

5
月
2
4
日
̃
6
月
5
日

・
第
1
4
国
表
美
展

5
月
2
4
日
̃
5
月
2
9
日

・
千
葉
-
ミ
シ
ガ
ン
交
換
美
術

展

5
月
2
4
日
̃
5
月
2
9
日

・
第
6
回
一
陽
会
千
葉
支
部
展

5
月
3
1
日
̃
6
月
5
日

・
躾
展

5
月
3
1
日
̃
6
月
5
日

間
引
剛
直
肥

国
立
近
代
美
術
館
樋
田
氏

3
日
生1

名
古
屋
市
立
美
術
館
一
名

1
2
月2

‖
‖
‖

1
且
り64

軸
‖
=8

酬
い
‖26242292

2
日
り289

友
の
会
「
葉
美
会
展
」

閲
か
る

本
館
友
の
会
会
員
に
よ
る

「
葉

美
会
展
」

が
、
本
館
第
七
室
に
お

い
て
去
る
2
月
1
 
5
日

(
火
)

か
ら

2
7
日

(
日
)

ま
で
開
催
さ
れ
た
。

「
葉
美
会
展
」

は
、
本
年
度
で

了
回
を
迎
え
、
出
品
参
加
者
は
0
0

名
に
達
し
、
出
品
点
数
は
9
5
点
を

数
え
た
。

日
頃
の
研
修
を
積
ん
だ
会
員
の

作
品
が
七
宝
を
埋
め
、
お
互
い
の

作
品
を
鑑
賞
し
合
い
、
創
作
の
楽

し
さ
を
語
る
和
や
か
な
発
表
展
覧

会
で
あ
っ
た
。

最
終
日
に
は
、
三
時
か
ら
、
武
内

和
夫
氏
(
千
葉
大
学
教
授
)
の
批
評
指

導
が
会
場
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

●

韓
国
文
化
芸
術
研
究
会
三

名松
戸
市
教
育
長
他
二
名

横
浜
市
民
局
市
民
文
化
室

五
名

文
化
課
長
他
二
名
、
熊
本

県
立
美
術
館
、
埼
玉
県
立

近
代
美
術
館
各
一
名

銚
子
市
教
育
委
員
会
四
名

教
育
長

新
潟
県
美
術
博
物
館
一
名

財
務
課
長

金
工
家
鈴
木
治
平
氏

横
浜
市
役
所
技
監
部
長
他

船
橋
市
長

岩
手
県
教
委
文
化
課
二
名

岩
手
県
立
博
物
館
一
名
、

信
濃
美
術
館
一
名
、
芸
術

院
会
員
帖
佐
美
行
氏
、
佐

治
賢
便
氏

京
都
市
美
術
館
専
門
課
長

他
二
名
、
金
工
家
津
田
永

寿
氏

知
事
、
県
立
中
央
図
書
館

長
、
東
京
芸
術
大
学
資
料

館
泉
宏
尚
氏

東
京
芸
術
大
学
平
松
氏
、

東
京
国
立
博
物
館
原
田
氏
、

1 12

16 4 月 28 1411月

洋
画
入
門
講
座
(
̃
1
 
2
日
)

5
8
年
度
展
示
室
利
用
に
伴

う
調
整
会
議

御
用
納
め

御
用
始
め

常
設
収
蔵
作
品
展
終
了

8292

2
月6○

○18
軸
‖
‖

特
別
展
「
金
工
の
世
界
」

始
ま
る
(
2
月
2
4
日
ま
で
)

美
術
講
演
会

「
近
代
金
工

へ
の
道
」
講
師
・
香
取
忠

彦
氏

資
料
審
査
委
員
会

七
宝
焼
入
門
講
座

(
̃
0
0

日
)

美
術
を
語
る
会

話
題
提

供
者
・
鈴
木
治
平
氏

県
博
協
役
員
会

研
究
員
会
議

宮
取
風
堂
氏

去
る
二
月
十
二
日
、
午
後
三
時

四
十
三
分
、
急
性
気
管
支
炎
の
た

め
国
立
千
葉
病
院
で
逝
去
九
十
歳
。

日
本
画
家
、
日
本
美
術
院
評
議

員
・
監
事
、
千
葉
県
美
術
会
顧
問
。

本
県
美
術
界
の
最
長
老
で
あ
り
、

関
東
大
震
災
以
後
市
川
市
に
移
住
。

県
展
の
創
設
に
参
加
す
る
一
方
、
県

文
化
財
専
門
委
員
も
つ
と
め
、
ま

た
、
当
館
の
設
置
に
対
し
て
も
物

心
両
面
の
協
力
を
賜
っ
た
。

明
治
二
十
五
年
東
京
日
本
橋
に

生
れ
る
。
同
三
十
八
年
松
本
楓
湖

に
師
事
。
大
正
三
年
今
村
紫
紅
、

速
水
御
舟
と
共
に
赤
曜
会
を
結
成
。

同
四
年
再
興
第
二
回
院
展
に
発
入

選
、
同
十
三
年
日
本
美
術
院
同
人

に
推
挙
さ
れ
た
。

●

昭
和
四
十
一
年
第
五
十
一
回
院

展
に
て
文
部
大
臣
賞
受
賞
、
同
四

十
二
年
千
葉
県
文
化
功
労
者
、
同

四
十
五
年
勲
四
等
瑞
宝
章
。

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

合
掌

編

集

後

記

<
O
「
①
も
本
号
を
も
っ
て
最
終

版
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら

は
1
 
0
年
目
に
入
り
ま
す
。
関
係
各

位
と
県
民
の
皆
様
の
御
指
導
、
御

愛
顧
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

末
尾
な
が
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

春
と
と
も
に
5
8
年
度
も
暖
か
い

御
支
援
を
い
た
だ
き
、
館
員
一
同

一
層
の
努
力
を
期
し
て
お
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。


